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職業運転者に対する血圧改善の取り組み -産業保健職を主軸とした衛生管理者との協働- 

ガイドラインステップ 
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改善・取組

みの背景と

課題 

・運転を職業とする労働者（職業運転者）の健康起因事故の重大な原因に、脳・心臓

疾患がある。その発症には、高血圧が強く関連しており 1）、血圧管理が重要である。 

・職域では職業運転者に対して、健康診断で血圧が測定され、健診事後措置が行わ

れ、また、日々の乗務前点呼時にも血圧測定を行い、運行管理者が確認している 2）。 

・しかし、健康診断の事後措置の徹底に比べて、日々の乗務前点呼時の血圧に対して

は、介入が不十分な状況があった。また、職業運転者は勤務シフトが不規則になりや

すく、産業医や保健師による保健指導等が行き届きにくいという課題もあった。特に、健

康起因事故につながる血圧管理は対応を強化するべき健康課題と考えられた。 

・今回、職業運転者の血圧管理に関して、産業保健職が主軸となって、衛生管理者や

営業所長と連携して、血圧改善の取り組みを行うことができたため報告する 3）。 

 

 

 

 

 

 

 
改善・取組

みの着眼点 

・会社概要：一般貸切旅客自動車運送業、社員約 500 人、本社と 8 つの営業所。本

社に常勤の保健師 1 名、産業医は全て嘱託（本社 1 名、各営業所 1 名ずつ）。 

・産業医や保健師による健診事後措置を行っているが、乗務前の血圧管理をさらに徹

底するために、会社全体として健康意識を高めていくことが重要と考えた。 

・そのため、保健師が全営業所の衛生管理者や営業所長の協力を得るために、「健康

管理担当者会議」を開催し、社内の健康管理に関する連携を進めた。 

・保健師は、各営業所を回り、血圧等の管理や生活改善等の重要性を説明し、日々

の現場でも社員に健康意識の醸成を図っていくように説明し、協力を依頼した。 

・乗務前の血圧値は、産業保健職が活用できるように、デジタルデータ化を行った。 

・血圧改善の状況について、乗務前の血圧値の変化を分析して、社内にフィードバックす

ることで、取り組み状況の確認と今後の対策に活かすようにした。 

 

改善・取組

みの概要 

・本社産業医と保健師が血圧改善の取り組み方法について検討を重ねた。 

・保健師が、各営業所の衛生管理者や営業所長を対象に、「健康管理担当者会議」

を開催したり、各営業所に訪問して、健康起因事故と血圧の関係や、乗務前血圧を

管理することの重要性等を説明した。さらに、日々の業務の中で衛生管理者に取り組

んでほしいことを説明し、協力を依頼した（2019 年 6 月）。 

・衛生管理者らが、日々の業務の中で運転者に生活習慣改善の声かけをしたり、医療

受診の状況確認をし、その状況を保健師が取りまとめた。 

・乗務前の血圧値の変化について、2019 年 5 月の乗務前血圧と、上記の取り組みの

約 3 ヶ月後の乗務前血圧を調査し、その結果を安全衛生委員会でフィードバックした。 

・健診結果や乗務前血圧等の健康情報の取り扱いは、従来から入社時に健康情報取

扱いに関する説明を全員に行っており、さらに、書面で各自の同意を得ることにした。 

 



写真・図表・ 

イラスト 

＜保健師が衛生管理者らに血圧管理の説明をする際に用いたスライドの例＞ 

効  果 

・乗務前血圧がⅠ度高血圧相当（収縮期 140mmHg/拡張期 90mmHg）以上に該当

する者（82 名）の 3 ヶ月後の状況（右表） 

・血圧改善のための行動内容の例 

1）生活習慣改善等 49 名（減量、減塩等） 

2）通院を開始 13 名 

3）通院を継続 13 名（うち、薬の増量 3 名） 

・82 名のうち、48 名（59％）が高血圧非該

当に改善した。Ⅲ度高血圧に相当する者

は 3 名から 0 名に改善した。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

1．職業運転者の健康状態（特に血圧）の改善のため、産業保健職が衛生管理者らに

健康管理に関する教育を行い、会社全体で健康管理をしていく体制づくりを行った。 

・産業保健職が主軸となって、社内の健康管理を進めるための連携を整備し、衛生管

理者らと協働していくことは有効である。 

2．職業運転者の乗務前の血圧値が改善し、有所見者は減少した。 

・保健師が衛生管理者らを教育し、その衛生管理者が日々、運転者の健康管理を支

援することで、労働者の健康意識の向上や良い行動変容につながる可能性がある。 

・健康診断結果とともに、毎日の乗務前の血圧値を活用することが重要である。 

・医療機関も、乗務前血圧値を参照できるため投薬や増薬しやすくなったと考えられる。 
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